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越質物ぼ、倣繊織方 物停年を越え斉し左

平成6年（1994年）4月1日 遠賀町は30歳の誕生日を迎えま

その町民の激も

町のストーリーは「町」
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匡堰Ⅱ副亘堰拒距　」
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平成6年度の予算が、3月の定例韻会で決まり

4月からスタートしました。

人口の伸びも予算規模も着実に成長を遂げる

遠賀町の今年度の『家計』は

行政の基本的な経費を計上した“一般会計病が

68億5，089万円。

7つの9特別会計機が

31億8，551万円。

3年前の2倍に　　　　。・舷

公証の予算は、町の蹴動とともに
少また・歩とふくちんできまし
た。その総額は、681鎚，089万日で

す（，

あわせて100億3，640万円となり

史上はじめて100億円を突破する大型予算となりました。

活力と魅力にあふれる「薪・生活都市」へ向けて

今年もガンltル予算です。
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－歳　入－

その他②の内訳

1億1．320万円（1．6％）

自動車取得税交付金
4．500万円

利子割交付金3，000万円
ゴルフ場利用税交付金

3－500万円
特別地方消費税交付金

20万円

交通安全対策特別交付金
300万円

まず、歳入（収入）を見てみましょう

長びく景気低迷を反映してか、

町税や地方交付税はわずかな伸び

町の歳入は、町税や使用料・手数料など町がみ
ずから確保できる自主財源と地方交付税や国・県
からの支出金、町債（借入金）など他から確保す
る依存財源とで成り立っています。今年度は、依
存財源の比率が高く、予算全体の59．3％を占めて
います。

歳入の中で、最も大きな割合を占めているのが
町税（自主財源）で予算全体の22．2％になります。
町税には、主なものとして、町民税（個人・法人）
と固定資産税があり、この2つで町税全体の93．
8％を占めます。町税の収入について、今年度は、
昨年度と比べて6，885万円の増加を見込んでいま
す。平成4年度から5年度にかけて8．0％の伸び
を示したこの町税。今年度は長びく景気の低迷や
税制改正のために、その伸び率を下回る4．7％の
伸びになっています。

0％）　　町税に次いで、大きな割合を占めているのが地
方交付税（依存財源）で予算全体の20．4％となっ
ています。この税は、国が国税として集めたお金
を自治体の財政状況に応じて配分するものです。
この収入についても、やはり景気低迷による国の
財政事情を反映してか、今年度は対昨年度比3．7％
の増加にとどまっています。

町偏や国庫支出金でふるさとづくりを後押し

地方交付税に次いで、多いのが町償（予算全体
の20．1％）で、以下、繰入金（同13．2％）国庫支

出金（同12．4％）の順になっています。
町借は、町が国や銀行から借り入れるお金のこ
とです。昨年度に比べて約4億5，000万円の増額
になっています。ふれあいの里建設のために9億
2，410万円、「虫生津の住宅地区改良事業」に2億1，
110万円、そして、町内でも最古の前方後円墳で
ある島津丸山古墳を公園として整備するための
「歴史自然公園整備事業」に1億2，270万円の借

り入れを予定しています。この佃遠賀は地方交付
税に算入されるなど、財政的に有利な方法で借り
入れします。
繰入金は、財政調整基金（町の貯金）やふるさ
と創生基金などからの繰り入れです。昨年度に比
べ約3億5，000万円の増額となっています。

国庫支出金は、昨年度に比べ約2億4，000万円
の増額となっています。これは、住宅改良喜業補
助金の増額や今年3月にはじまったデイサービス
事業の運営補助金などによるものです。

■臆一般会計財政用語の解説88
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一般会計予算lこ見る主拡施策と事業

（総務費）

町制施行00周年記念事業費…　‥1，257万円

有線放送事業費…　…　…・3．488万円

（民生費）

福祉の里建設事業費…　‥13億1，037万円

ふれあいの里事業費……　‥1，158万円

（農林水産業費）

県営は楊整備事業費…　…　…150万円

農地銀行活動事業費…　…　…123万円

農村ふれあい事業費（ふれあい釣大会）155万円

（土木費）

交通安全施設等整備事業費・・・・・8，483万円

住宅地区政良事業費…　…7億7，015万円

街絡事業費…　…　…　…9，513万円

（教育費）

文化ふれあい事業費……　…　296万円

歴史自然公園整備事業費…・1億6，362万円

では、歳出（支出）は

どうなっているでしょうか

今年いよいよオープンする「ふれあいの里」

今年度もトップは民生費。次いで土木費の順

私たちの生活と深くかかわっている歳出を見る
と、まちづくりが見えてきます。今年も歳出の中
で最も大きな割合を示すのは、「高齢者福祉」や「身
体障害者福祉」などに充てられる民生費で、予算
全体の32．7％を占めています。今年11月にオープ
ンする「ふれあいの里」のメイン施設である生き
がい健康施設ゾーンの建築工事費や備品の購入費
などのため昨年度より5億691万円の地顆となっ
ています。
民生費（こ次いで大きな割合を占める土木費は、
予算全体の24．6％。昨年度より約3億円多い16億
8．640万円を計上しています。この中には昨年度
建設に着工した虫生津の住宅地区改良事業費が含
まれています。昨年度は、設計や用地稲作が主な
ものであったの対し、今年度は、住宅建築がメイ
ンとなるため、事業の予算規模が大きくなってい
ます。この住宅地区改良事業は土木費の目玉とも
いえますが、もちろん住みよいまちづくりを進め
るための街路整備などにもカを注いでいきます。

町制30周年記念事業や歴史自然公園の整備標と

魅力的なまちづくりを進めます

今年度の新規事業に町制30周年記念事業、歴史
自然公園盛儀事業などがあります。
町制30周年記念事業は文字通り、4月1日で町
制30周年を迎えたふるさと「おんが」の節目の年
を盛り上げる諦念式典やイベントなどを行うもの
で1．257万円を計上しています。夏まつりの規模
を拡大するなど、皆さんから喜ばれる催しを行っ
ていきたいと考えています。
歴史自然公園整備事業では、今年度、用地買収
や設計委託などに約1億6，400万円を計上しまし
た。
ほかにも、島津、若松、鬼津、尾崎地区の「有
線放送事業費」に約3，500万円。ふれあいの里の
オープン式典やふれあいコンサートなどを行う
「，ふれあいの里事業費」に約1，160万円などを計

上しています。
また、町民の憩いのオアシスである遠賀総合運
動公園のグランドの整備と勤労者体育センターの
床研磨などの予算を教育費で計上しました。
限られた財源ですが魅力あるまちづくりを優先
した予算の内容となっています。
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算予度年成
遠賀町の予算には、一般会計のほか7つの特別

会計があります。特別会計とは、特定の専業を行

うとき、特定の歳入を特定の歳出に充て、一般会

計と区別して経理する必要のあるときに設けられ
るものです。総額は、31億8，551万円で、昨年度に

比べ15．5％、4億2，731万円の増額となっています。

広範、多彩な行政需要に対応する新年度の予算

です。

国民健康保険事業特別会計 

9億9，403万円 

自営業の人や退職者など国民健康保険の加入 

者を対象に、病気やケガ、出産、葬祭などの質 

用の一部を給付する奉業の会計です。 

住宅新築資金等貸付事業特別会計 

5，306万円 

同和地区の住宅環境を改善することを目的と 

した、住宅資金などを貸し付ける事業の会計です。 

遠賀霊園事業特別会計 

6，200万円 

遠賀霊園の販売、管理、運営を行う事業の会 

計です。 

平

老人保健特別会計 

74億3，366万円 

遠賀町に住む70歳以上の人を対象に医療費を 

まかなうための会計です。 

地域下水道事業特別会計 

7億4，682万円 

町が移管を受けた団地浄化槽を維持管理して 
いく事業の会計です。 

農業集落排水事業特別会計 

3億7．047万円 

農業用用排水の水質保全、農村生活環境の改 

善などを目的とした下水道事業の会計です。 

こちらも5年間で1．8倍に－

予算の総額は、31億8．551万円。
じっくりと駆けのぼってきました。

臆一般会計財政用語の解説書○
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物聯膚名器
麿をぐのしぼめ
遠賀インディアカ協会

ニュー・スポーツとしてのイン

ディアカ熱が高まっています。健

康づくりとして楽しくイイ汗かい

てみませんか。

●日時　毎週水曜日（祝日を除く）

午後7時30分－9時30分

●場所　勤労者体育センター

●対象　高校生以上

●会費　入会金　2，000円

月　500円

●申し込み　田口忠一さん

℡（202）8333または、

直接会場へ。

健康ヨガ教室

健康ヨガは、呼吸法によって精

神面をリラックスさせ日ごろのス

トレスや運動不足を解消し、健康

な身体づくりに役立ちます。

●日時　毎週金曜日、午前10時一

正午

●場所　旧伴公民館

●対象　どなたでもとうそ。

●会費　入会金　2，000日

月　2．000円

●申し込み　織田孝雄さん

℡（293）2902

遠賀手話の会

手話で視聴覚障害者と話をしま

せんか。最近、手話ブームでテレ

どなとでも盛んに使われています。

特に初心者を歓迎します。

●日時　毎週木曜日、午後7時一

9時30分

●塘所　中央公民館談義室

●対象　小学生以上

●会費　年　大人＝2．000円

千人＝1．000円

●申し込み∴添田正豊さん

℡（293）2946

合気道一心会

合気道は、性別を問わずだれに

でもできる日本独特の「気」の修

練と「利」の武道で、護身や心身

鍛練、健康増進にも役立ちます。

●日時　毎週月・金曜日、午後6

時30分一8時30分

●場所　速賀南中学校武道場

●対象　小字5年牛から一般の方

まで男女を問いません。

●申し込み　入会希望者は、毎週

月・金曜日の午後6時に遼貿南

中学校武道場へ。

●会費などの問い合わせ　多門芳

雄さん℡（293）4120

葵の会（大正琴）

だれもが聞いたことのある懐か

しい曲や流行歌を簡単な数字譜で

弾いていきます。あなたも好きな

曲を琴で弾いてみませんか。

●日時・場所　▽松ノ本公民館＝

毎月第1・3水昭日、午前10時30

分一▽上別府公民館＝毎月第

2・4木曜日、午前10時一と午

後0時30分一

●対象　となたでもどうぞ

●会費　月／2．500円（月2回で

1回が1時間半）

●申し込み∴松ノ本公民館は、武

内由美子さん℡（293）55

95、上別府公民館は、添田イ

ソ王さん℡（293）0503

初心害向け
硬式テニス教室

これからテニスを始めてみよう

と阻あれる方はぜひ、ご参加くだ

さい。ラケノトの掘り方からゲー

ムが楽しめるまで指導します。

●日時　5月10円から毎週火・金

曜日、午後7時－9時（10回）

●場所　総合運動公園テニスコート

●コーチ　井村栄記さん、山田追

認さん

●会費　6．000円（初回時全納）

●申し込み∴5月1日までに井村

栄記さんへ。℡（293）64

2　3

女性コーラス「こもれぴ」

たのし〈歌いませんか。健康に

とっても良いことです。見学もど

うぞ。

●日時　毎週土職日、午後2時－

4時

●場所　遠賀コミュニティーセン

ター音楽室

●会費　月　2，000FI

●申し込み　原田ミヤ子さん

℡（293）2884

遠賀写真同好会

写真技術の向上と会員の親睦を

目的として昨年発足しました。毎

月1回の例会に写真を狩ち寄り、

意見の交換をしています。

●日時　毎月第3土曜日、午後1

時－3時

●楊所　中央公民館

●対象　遺質郡内に在住、在勤の人

●会費Ii1，000円

●申し込み　花田京次さん℡（2

93）1234（平日の午後五

時まで）

のサークル会員大募集
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買太募集

健康アイ体操

エアロビクス、ダンス、ストレッ

チ、柔軟体操などで体力の向上と

心身のリフレッシュを目指します。

●日時・場所　▽第一式道場＝毎

週月曜日、午前10時15分－11時45

分▽広渡公民館＝毎週火曜日・

午後8時～9時30分

●会費　入会金／1，500円

月／2，000円

●申し込み　若返七美恵さん

℡（293）3613

遠賀俳友句会

今年は、どんな新人が入会して

くだざるか楽しみです。あまり上

手な方は、遠慮してください。

●日時　毎月第1・3金曜日、午

後1時－3時

●場所　中央公民館

●会費　月　500円

●申し込み　玉野信彦さん

℡（293）1107

謡曲同好会（観世流）

謡曲は、古来より伝わる古典芸

能で、祝事の席などでもよく謡わ

れています。今から始めようと思っ

て居られる方はお出でください。

●日時　毎週木曜日、午前10時一

正午

●場所　新町公民館

●対象　初心者の方

●会費　月／2，500円

藤沢国子さん

℡（293）2700

園

遠賀レクリエーションの会

遠賀レクの会では、次のような

活動をしています。いっしょに指

導してくださる方やお手伝いをし

てくれる方を探しています。

●日時　毎月第2火曜日、午後7

時30分－（約2時間）

●場所　遠賀コミュニティーセン

ターまたはフィールド

●内容　レクソング、ゲーム、ダ

ンス、たこ作りや野草・野鳥観

察、ジュニアキャンプの指導な

どレクl）ェーシヨン全般

●会寅　年　6，000円

●申し込み　田中幸男さん

℡（244）1869（夜間）

鎌倉彫教室

伝統ある鎌倉彫をあなたも楽し

んでみませんか。初めての方でも

難しいことはありません。欲しい

作品が自由に彫れます。見学自由。
●日時　毎週土曜日（第5土曜日

を除く）午前10時一正午

●楊所　中央公民館クラブ室（第

1土曜日は和室ただし、4・7・

10・12月は第1土曜日は休み）

●対象　興味のある方ならどなた

でもどうぞ。

●会費　月　2，500円（材料代別）

●申し込み　田中弘子さん

℡（293）3926

島田リトルシヤークス

ソフトボールを通じて児童の相

互の親睦と心身の健全育成を図る

ことを目的に活動しています。田

園区の皆さんもぜひ参加を。

●日時　週3回（水曜日＝午後4

時一・土曜日＝午後2時一・日

曜日＝午前9時－）

●場所　島門小学校グラウンド

●対象　小学1－6年生の男女

●会費　月　1，000円、別に後援

会費500円

●申し込み　森和博さん

℡（293）2511

手あみ教室

棒針、かき針、アフガン編みの

基礎を習って楽しい作品を仕上げ

ています。お友だちや家族のプレ

ゼントにも最適です。

●日時　毎週金曜日、午前10時～

正午

●場所　中央公民館視聴覚教室

●会費　月／2，500円

●申し込み　野中アヤ子さん

℡（293）2065

手あみ教室

初めての方、プロを目指したい

方。自分たけのオリジナルな一一枚

を作ってみませんか。お仕事をさ

れている方は夜間にもどうぞ。

●日時・唱所　▽田園集会所＝毎

週水曜日、午前10時一正午▽松

ノ本公民館＝毎週金曜日、午前10

時一正午と午後1時－3時▽夜

間教室は毎週水曜日、午後6時
－8時。自宅で

●会費　入会金1，000円

」 
′ 

月　2．500円

し込み　吉江政子さん

（293）7516
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平成5年度の小中学校卒業生は 
・遠賀中学校200人・遠賀南中学校110人 

・島9年」、学校147人・浅木小学校107人 

・広渡小学校60人 

高まるニュースポーツ熱
ソフトバレーボール大会に33チームが参加

弾むポールはまるで大きなマシュマロみたい。

1チーム4人、ポールが柔らかいから手が痛くない。

ネットも高くない、そして、なにより楽しみながら健

康づくりができる。ニュースポーツとして脚光をあぴ

るソフトバレーボール大会が、3月6日、勤労者体育

センターと町民体育館の2会場で行われ、33チームが

参加しました。だれもが気軽に楽しめるスポーツだか

ら、町のソフトバレーボール熱も徐々に高まってきた

ようです。

大会の結果

勤労者体育センター
▽優勝＝若松Aチーム▽準優勝＝老良Aチーム

町民体育館
▽優勝＝尾崎Aチーム▽韓優勝＝遠賀川チーム

＿一書m ‾古格虚悪感塾醒節としても湖き 　た∴やん 　よスは �������・島9年」、学校147人・ ・広渡小学校60人 
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「ヽ

「
優
し
さ
に
包
ま
れ
て
…
大
き
く
な
れ
よ
し

講
演
会
「
子
育
て
動
物
と
人
」



SSSSS臆●　〃置豊後○○ 

旬∴臨羅轟 （ ti ：i全 」 章二も÷ �土 地 は 投 機‥ 的“．’ 取、 引、／ の 対． 象・・ で） は あ り ま せ ん 

‾－国土庁　　　　　　　　わ 

：：三：：：：：三三 
士躍 〉都　　　価 1市 絹端緒寺で擁騨 

皿

俳
句
（
趨
責
俳
女
句
会
抄
）

池
田
　
幸
利
運

焼
物
の
小
舎
に
人
声
日
脚
伸
ぶ
岩
萩
　
信
江

自
転
車
の
一
団
過
ぎ
て
日
脚
伸
ぶ

川
上
　
久
夫

薬
の
花
や
川
面
波
立
つ
桶
の
色
末
永
キ
ミ
枝

如
月
や
赤
間
の
確
の
継
手
小
屋
玉
野
　
信
彦

春
－
番
荒
野
一
面
伏
し
て
を
り
末
松
∴
立
美

綾
歌
（
お
人
が
規
歌
会
餓
蓋
）

河
中
　
頭
喜
選

管
ど
け
の
瓦
に
日
差
し
の
燦
々
と

光
り
て
陽
炎
た
ち
の
ぼ
り
い
つ

久
野
き
よ
の

寧
解
け
の
向
よ
り
減
る
る
沢
の
水

せ
せ
ら
ぎ
と
な
る
篠
栗
の
里
河
原
ク
ツ
ミ

お
も
は
ざ
る
雪
つ
も
り
ゐ
て
こ
の
動
は

椿
の
赤
の
日
に
餓
け
し
井
目
　
絹
子

雪
上
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
セ
レ
モ
ニ
ー

幻
想
の
世
界
に
し
ば
し
遊
べ
り

柴
田
　
　
房

い
つ
ま
で
も
雪
ふ
る
池
に
鮪
た
ち
は

何
処
に
い
る
や
姿
を
見
せ
ず
白

石

一

夫



1 台SSSSは＿ 

‾‾÷i∴1日∴ －址－上し虹二二＼「葛看た困喜一 

垂萱星置　・・ �� ��賜i 圏亘 

塾 �醤醤醸　一三 

○異動 
●課長 

▽住民課長＝松井豊彦（給食センター所長） 

▽給食センター所長＝古燭紀子（住民課長） 

▽税務課長＝半田憲彰（税務課固定資産税係長） 

●係長 

▽税務課固定資産税係長＝行事和美（企画課） 

●係員 

▽総務課＝平田多賀子（住民課） 

▽企画課＝川崎多賀生（総務課） 

▽都市計画課＝内田研司（建設課） 

▽住民課＝丸井真由美（税務課） 

○採用 

▽建設課＝宗岡卓也 

▽福祉課＝小西政明、桐畑香代 

▽税務課＝井上美佐子 

▽住民課＝田中賢一 

▽社会教育課＝鎌田清一 

音退職（3月31日付け） 

柴田昭徳（税務課長）、淳秀利（住民課） 

今年度の薪競採用職責は6人 

よろしくゐ願時ILます。 
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前列左から桐畑香代、井 後列左から宗岡卓也、力 �上美佐子、間中蹄一 面政明、餓田浦一 

「ヽ

使い捨て時代と呼ばれる現在は、ごみの量が増え
るはかりでなく大切な資源を食いつぶし、まだ利用

できるものまで、わざわざお金をかけて灰にし、埋

め立てています。

遠賀町では、ごみの減量と資源化を推進するため
に平成3年度から廃品回収実施団体へ奨励金を交付

しています。

奨励金交付対象団体の

登録受付は4月28日まで　LL

奨励金を受けるにためには、登

録が必要です。現在、継続的に廃
品回収をしている団体やこれから

始めようとする団体は、4月28日

（木）までに役場保健衛生係へ届
け出てください。登録は、1年ご

との更新細です。

対象団体は営利を目的とし標い団体です

奨励金制度の対象となる団体は、1餅原ごみの集団回収を

継続的に実施する町内の自治会、子供会、婦人会、老人会
など営利を目的としない団体に限ります。

対象となる品目は
紙頬・布類・鉄類・ビン類の4種類です

紙類・布類・鉄類は1キログラムにつき5円。ビン類は

1本につき5円の奨励金を交付します。（10円未満切り捨て）

◎奨励金制度の概要

○資源ごみ集団回収団体の届け出（4月28日まで）
届け出をもとに登録します。

※登録は単年度のみ有効。

l

O資源ごみ回収活動（廃品副文）
l

Oリサイクル業者への売却
※品目別数昂・売却明細書と仕切り評

を受け取ってください。

l

O奨励金交付申請書を役楊保健衛生係に提出
※交付申請書に必要事項を記入し明細

醤・仕切り雷といっしょに提出して

ください。

l

O奨励金交付決定通知書
l

O奨　励　金　交　付

萱： �．ゴ88番【： �iI舐 
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4
か
月
児
健
膿
膨
童
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
4
月
2
1
日
　
（
木
）
、
午
後
1

時
1
0
分
－
2
時

●
対
象
　
生
後
4
か
月
－
5
か
月
児

（
平
成
5
年
9
月
－
1
2
月
生
ま
れ
の

乳児）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
内
容
　
医
師
に
よ
る
診
察
、
身
体
測

定
、
保
健
婦
に
よ
る
保
健
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳

●
料
合
一
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す

お
間
違
え
な
く

遠
賀
保
健
所
で
行
う

検
診
の
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

●
内
容
　
体
重
・
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
保
健
指
導
、
離
乳
食
指
導
と

試
食
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
ハ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

遠
賀
保
健
所
で
行
っ
て
い
る
検
診
の

時
間
が
今
年
度
か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
す
。

▽
一
般
ク
リ
一
一
ッ
ク
＝
毎
週
月
峨
日
、

午
前
9
時
－
1
0
時

▽
事
業
所
験
診
＝
毎
月
第
一
・
三
木
曜

日
、
午
前
9
時
～
1
0
時

詳
し
く
は
、
遠
賀
保
健
所
保
健
予
防

課
℡
　
（
2
0
1
）
　
4
1
6
1
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

相
田
致
育
夫
学
帽
属
国
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

鴫
蛭
や
槙
等
な
ど
が
で
き
ま
す

乳
児
相
談
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
4
月
2
6
日
　
（
火
）
、
午
前
9

時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
対
象
　
生
後
1
か
月
1
1
2
か
月
児

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

福
岡
教
育
大
学
附
属
図
歯
館
は
、
4

月
か
ら
学
外
の
人
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
利
用
希
望
者
は
、
来

館
の
、
う
え
、
利
用
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
手
続
き
の
際
は
、
身
分
証
明

鴎
や
運
転
免
許
証
な
ど
身
元
が
確
認
で

き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

●
利
用
の
範
囲
　
閲
覧
、
複
写
、
館
内

資
料
の
検
索
、
書
庫
へ
の
立
ち
入
り

が
で
き
ま
す
。
（
貸
出
し
は
、
原
則

と
し
て
で
き
ま
せ
ん
。
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
教
育
大
学
附
属

図
書
館
情
報
サ
ー
ビ
ス
係
℡
0
9
4

0

　

（

3

5

）

　

1

2

5

8



救急・火災概況

救急遠賀町・．・・・・26件

郡　内・…・・137伴

火災遠賀町………0件

郡　内………2倍

r幼児棟との識甥」

や
rひったくりSiこ

雷鳥ふ〃

最近、折尾警察署管内で、不審な
人物が幼児に対して声をかけ、誘い
出そうする事件や、バイクや車を
使ったひったくり事件が頻発してい
ます。「誘拐」や「ひったくり」を

防ぐため、次のことを心がけておき
ましょう。

防犯チェック　「幼児などの誘拐」

〇千どもが遊びに行くときは、必ず行き先
を確認しておく。
○子どもたちだけで遊ばせず、親同志でよ
く連絡をとりあい協力して見守る。
○不審な者がうろついていたら、すぐ110

番する。
○子ども連れのあやしい人を見かけたら、
ひと声かけて確かめてみる。
○地域ぐるみで協力してパトロールや監視
活動を進める。

防犯チェック　「ひったくり」

○バッグなどは、道路の中央側に持たない。
○自転車に乗るとき、バッグなどはできる
だけ身につけておく。また、前カゴに入
れる場合は、外から見えないようにする。
○後ろからパイクなどが近づいていない
か、物音に気をつけておく。
○現金や貴重品は、必ず身につけておく。
○もしも、被害に遭ったら大声を出し周囲
の人に知らせる。犯人の服装など特徴を
一つでも多く記憶し110番する。

離職鮮
路線価方式の評価とは、道路の

交差点ごとに一平方メートル当た

りの評価額（路線価）を設定し、

これをもとに角地（正面と側方が

路線に面しているもの）二万路線

（正面と裏面がともに路線に面し

ているもの）など、経済的、環境

的条件が有利になるに従って、一

定の加算率を加えて評価します。

反対に、奥行きが長い土地、不整

形な土地、袋地、間口が狭いなど条

件が不利なものについては、その

条件に応じて一定率を控除し、そ

れぞれの土地を評価する方法です。

ヽ

園－「－－華

危
験
勤
取
扱
書
試
験
が
あ
り
ま
す

受
験
申
し
込
み
は
遠
賀
粛
清
隣
本
部
で

今
年
度
最
初
の
危
険
物
取
扱
者
試
験

が
行
わ
れ
ま
す
。
試
験
の
種
類
は
、
乙

種
第
一
類
か
ら
四
類
ま
で
と
丙
種
で
す
。

●
と
き
　
6
月
1
9
日
　
（
日
）

●
と
こ
ろ
　
九
州
共
立
大
学

●
申
し
込
み
　
4
月
1
5
日
　
（
金
）
　
か
ら

5
月
1
0
日
　
（
火
）
　
ま
で
に
遠
賀
郡
消

防
本
部
へ
願
書
を
提
出
。
（
願
書
は

同
本
部
予
防
課
で
交
付
）

●
受
験
願
書
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
1

陣
害
者
の
皆
さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
で

『
快
い
汗
』
を
流
し
ま
せ
ん
か

遠
賀
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
で

は
「
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
と
共
催
で

体
育
大
会
　
（
運
動
会
）
　
を
行
い
ま
す
。

町
内
に
お
住
ま
い
の
障
害
者
の
皆
さ

ん
、
ご
家
族
連
れ
で
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
賞
品
も
た
く
さ
ん
用
意
し
て

い
ま
す
。

●
と
き
　
4
月
2
9
日
、
午
前
9
時
5
0
分

－
午
後
2
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
グ
ラ

ン
ド
　
（
雨
天
の
場
合
は
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
）

●
申
し
込
み
　
当
日
会
場
で
　
（
会
に
入

会
さ
れ
て
な
い
方
も
ご
遠
慮
な
く
ど

う
ぞ
）

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
身
体
障
害
者

福
祉
協
議
会
会
長
の
白
石
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
5
2
1

家
屋
に
つ
い
て

家
屋
の
税
額
が
最
低

3
％
安
く
な
り
ま
す

今
回
の
評
価
替
え
で
は
、
家
屋
の
耐

用
年
数
等
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
す
で
に
課
税
さ
れ
て
い
る

家
屋
に
つ
い
て
は
、
平
成
5
年
度
の
家

屋
の
固
定
資
産
税
に
比
べ
、
少
な
く
と

も
三
％
が
安
く
な
り
ま
す
。
（
た
だ
し
、

平
成
2
年
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
用
家
屋

は
、
新
築
住
宅
軽
減
借
直
が
な
く
な
る

の
で
の
で
安
く
は
な
り
ま
せ
ん
。
）

標
準
宅
地
（
合
筆
の
評
価
を
す
る
た
め
の
基
準
と
慮
る
土
地
）
に

か
か
る
価
格
を
公
開
し
ま
す

S
公
開
の
対
象
範
囲

「
路
線
価
方
式
」
　
の
地
区
に
つ
い
て

は
、
各
標
準
宅
地
に
か
か
る
路
線
価
格

を
、
「
そ
の
他
の
宅
地
評
価
方
式
」
　
の

地
区
に
つ
い
て
は
、
各
標
準
宅
地
の
単

位
当
た
り
価
格
。

臆
公
開
の
対
象
者

ど
な
た
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

S
公
開
の
時
期
・
方
法

4
月
2
1
日
　
（
木
）
　
か
ら
、
税
務
課
固

定
資
産
税
係
の
窓
口
で
標
準
宅
地
に
か

る
路
線
価
ま
た
は
、
単
位
当
た
り
価
格

と
そ
の
位
置
を
示
す
図
面
を
公
開
し
ま

す。臆
問
い
合
わ
せ

税
務
課
固
定
資
産
税
係
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鷲
．
／
議
鱒
罰
則
鵠
弼
1
綾
、
辛
繕
え
．
嘩

総
面
積
二
十
二
・
一
四
両
…
『
水
と
緑
』
　
多
く
の
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
わ

た
し
た
ち
の
町
。
現
在
一
一
十
四
の
行
政
区
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
も
、

素
敵
な
場
所
、
話
題
に
な
る
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
　
「
お
ん
が
」
　
を
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

“

〝

　

．

．

－

　

■

「
津
」
　
の
字
が
物
語
る

水
上
交
通
の
要
衝
虫
豊
津

出
生
津
区
は
町
の
寂
南
端
に
位
置

し
、
接
す
る
他
市
印
は
、
な
ん
と
囲
市

町
　
（
鞍
手
町
、
岡
垣
町
、
中
間
市
、
宗

像
市
）
　
と
い
う
大
き
な
地
区
で
す
。

遠
賀
町
は
大
小
多
く
の
河
川
を
有
す

る
町
で
す
か
ら
、
町
内
の
地
名
に
は
水

に
ま
つ
わ
る
「
津
」
や
「
渡
」
　
の
文
字

が
つ
い
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す。

「
津
」
と
い
う
の
は
、
「
港
」

と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
虫
生
津
も
そ

の
名
か
ら
昔
は
、
水
上
交
通

の
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺

え
ま
す
。
地
区
の
人
の
話
で

は
、
区
内
を
流
れ
る
西
川
は
、
昔
は
、

現
在
の
県
道
富
田
遠
練
線
の
協
所
を
流

れ
て
い
た
そ
う
で
、
県
道
沿
い
に
は
そ

れ
を
物
語
る
「
川
端
」
と
い
う
地
名
も

7
娘
議
団
察
、
今
年
は
龍
宮
の
錐

お
神
輿
も
出
ま
す

出
生
津
区
で
は
、
多
く
の
伝
統
行
事

が
今
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
出
生
津

公
民
館
近
く
に
あ
る
高
田
神
社
に
由
来

す
る
行
事
は
、
年
末
年
始
に
か
け
て
約

二
百
人
も
の
人
を
集
め
て
行
わ
れ
る
年

越
し
祭
り
を
始
め
、
1
月
の
祇
園
祭
、

秋
の
お
く
ん
ち
な
ど
年
間
六
回
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

毎
年
1
月
に
行
わ
れ
る
祇
岡
祭
で

は
、
子
ど
も
用
篤
が
登
場
し
、
区
内
を

ま
わ
り
ま
す
。
こ
の
祇
同
案
で
は
4
年

に
1
度
御
遷
宮
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今

年
が
そ
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
お
神
輿

を
使
っ
て
行
わ
れ
る
遷
宮
は
に
ぎ
や
か

、
′

な
も
の
だ
そ
う
で
す
。
秋
の
お
く
ん
ち

で
は
、
子
と
も
本
納
相
撲
も
行
わ
れ
ま

す
。
近
年
、
地
区
の
子
ど
も
た
ち
の
数

は
減
っ
て
き
ま
し
た
が
、
浅
木
区
や
芙

蓉
区
の
子
と
も
た
ち
も
応
接
に
か
け
つ

け
、
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
毎
年
3
月
の
下
旬
に
は
違
賀

川
西
四
国
参
拝
剛
が
こ
の
地
を
訪
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
逮
節
町
の
ほ
か
三
市
町

に
百
九
十
一
あ
る
霊
場
を
お
遍
路
さ
ん

が
参
拝
し
て
ま
わ
る
も
の
で
、
区
内
に

は
そ
の
霊
場
が
七
カ
所
あ
る
そ
う
で

す。婦
人
会
の
伝
統
に
も
な
っ
て
い
る

香
若
権
現
の
参
拝
や
清
掃

遠
郊
笠
岡
の
謀
り
日
か
ら
左
奥
に

入
っ
た
同
の
尾
根
に
通
称
格
親
株
　
（
香

春
権
現
）
　
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
昔
、
干
ば
つ
の
時
に
雨
乞
い
を

し
た
と
い
う
話
も
残
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
区
民
は
「
水
が
泊
れ
な
い
よ
う
に
」

と
こ
の
権
現
様
を
大
事
に
ま
つ
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
心
は
婦
人
会
の
皆
さ
ん

で
、
清
掃
や
毎
年
1
月
2
5
日
の
参
拝
は
、

婦
人
会
の
伝
統
に
も
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
婦
人
会
の
方
は
「
こ
こ
は
、
農

薬
中
心
の
地
区
で
す
。
農
業
に
は
水
は

つ
き
も
の
。
し
か
し
、
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
の
は
、
水
は
私
た
ち
の
生
活
に
は

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
婦
人
会
が
続
く
か
ぎ
り

こ
の
伝
統
は
守
り
続
け
ま
す
」
と
力
強

く
話
し
て
い
ま
し
た
。

小
川
9
せ
せ
ら
ぎ
や
小
意
の
さ
え
ず
り
を
き

き
を
な
－
が
ら
山
道
を
登
り
つ
め
る
と
そ
こ
に

は
香
春
権
現
が
あ
る

こ
の
地
図
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
虫
生
津

は
四
・
市
町
と
綾
し
て
い
る

若
い
カ
が
地
区
活
性
化
の
源
で
す

歴
史
や
伝
統
が
息
づ
く
こ
の
地
区
に

も
、
悩
み
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
近
年
、

高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
き
て
い
る

こ
と
で
す
。
区
長
さ
ん
の
話
で
は
　
「
轟

輪
化
率
は
町
内
で
も
高
い
地
匪
」
と
の

こ
と
。
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
活
動
は
、

公
民
館
で
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
活
発
化
し

て
き
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
伝
統
行
担

な
と
を
今
後
も
続
け
て
い
く
士
で
は
深

刻
な
関
越
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
区
長
さ
ん
は
　
「
新
し
く
こ
の

地
に
越
し
て
き
た
若
い
人
た
ち
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
区
内
の
清
掃
や
体
育

祭
な
ど
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ

ま
す
。
で
す
か
ら
区
民
の
ま
と
ま
り
は

良
い
ほ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
積
極

性
を
伝
統
行
事
な
ど
に
も
向
け
て
く
れ

た
ら
い
い
ん
で
す
が
・
・
・
。
若
い
力

が
地
区
活
性
化
の
源
だ
と
思
う
ん
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ニー－－．tL．－田

園
田
回
国

ふ
る
さ
と
探
訪
の
写
真
を
撮
り
に
香

春
櫛
現
ま
で
出
捌
け
だ
と
き
の
こ
と

予
算
記
事
作
成
で
数
人
子
に
追
い
ま
く
ら

れ
て
い
た
の
で
気
分
を
リ
フ
レ
ツ
ン
ユ

さ
せ
る
に
は
ち
ょ
う
と
い
い
取
材

小
用
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
を
が
ら
田

ん
ぼ
道
を
の
ん
び
り
塞
く
。
最
近
で
は

め
っ
た
に
経
験
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な

の
で
、
し
ば
し
、
縞
蕪
の
こ
と
は
忘
れ
、

訪
い
所
へ
登
っ
て
は
自
分
の
町
を
眺
め

た
り
、
ち
ょ
っ
と
需
待
避
を
し
て
は
水

辺
へ
足
を
向
け
た
り
と
・
・

そ
こ
に
は
人
工
的
に
作
ら
れ
た
公
園

な
ど
の
練
と
は
一
味
も
二
味
も
違
う
自

然
の
良
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

額
に
汗
し
な
か
ら
険
し
い
山
道
を
盗

り
つ
め
て
感
じ
た
こ
と
が
二
つ
。
　
つ

は
、
「
私
た
ち
は
、
こ
の
自
然
を
い
つ

ま
で
残
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
」
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
も
う
．
つ

は
、
「
冷
え
た
ビ
ー
ル
が
あ
っ
た
ら
い

い
の
に
な
」
と
い
う
こ
と
。
（
英
）


